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ミャンマーにおける C 型肝炎ウイルス（HCV）の有病率をシステマティックレビューと
メタ解析によって明らかにしました 

 
 

論文掲載  

 
【本研究成果のポイント】 
 システマティックレビューとメタ解析（※１）により、ミャンマーにおける C 型肝炎ウイルス

（HCV）の有病率および遺伝子型（※２）の分布を総合的に評価しました。研究対象者を低リスク
群、高リスク群、肝疾患患者群、難民群の 4 群に分類し、それぞれの HCV 抗体陽性率・HCV RNA
陽性率を明らかにしました。 

 本研究の成果は、ミャンマーにおける今後の HCV 対策に向けた重要な疫学的基礎資料として活用さ
れることが期待されます。 

 
【概要】 
 広島大学 大学院医系科学研究科 疫学・疾病制御学 Zayar Phyo(ゼイヤー ピョウ)氏（博士課程後期）、

KoKo(ココ)助教、杉山文講師、田中純子特任教授らの研究グループは、ミャンマーにおける HCV 感
染の現状を明らかにするため、既存の疫学研究を対象にシステマティックレビューとメタ解析を実施
しました。 

 分析の結果、低リスク群、高リスク群、肝疾患患者群、難民群のそれぞれにおける HCV 抗体(※3)お
よび HCVRNA(※4)陽性率が明らかになりました。本研究は広島大学肝炎・肝がん対策プロジェクト
研 究 セ ン タ ー お よ び JSPS 研 究 拠 点 形 成 事 業 B.ア ジ ア ・ ア フ リ カ 学 術 基 盤 研 究 （ 課 題 番 号
JPJSCCB20210010, JPJSCCB20240009）の支援を受けて実施されました。 

 本研究成果は、「PLoS One」誌に掲載されました (2024 年 9 月 19 日)。 
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す。この検査は、治療の効果を評価する際にも重要です。HCV RNA が陽性であれば、現在の
感染を示し、治療を通じてウイルスの量が減少しているかどうかをモニタリングすることが可
能です。 
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